
  

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 3月 1日 発行（第５３５号） 

みわだい公民館だより 
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美和台公民館 

ブログ 

 

サロンぽけっと 
（乳幼児サロン） 

 
 
 
 
 
 

広げよう みんなの明るい その笑顔 
（吉井夕夏 ・美和台小 6年） ★昨年度の学年です 

公民館サークル会員募集 
 

令和７年度、公民館サークルの新会員を募集！ 

公民館にて３月３0日(日)まで申込を受け付けます。  

         サークル一覧を裏面に掲載しています。 

 

福岡市美和台公民館          

〒811-0212 福岡市東区美和台 1丁目 3番 12号  
 TEL（092）607－０２９４  FAX（092）607－4342 

http://gakushu.city.fukuoka.lg.jp/civic/000263/top.htm 

飲み物・タオル・ 

上履きをご持参ください。 

うたと音楽の健康教室  

 

講 師：第一興商 音楽健康指導士 

日 時：３月2７日(木) 14:00～15:00 
場 所：美和台公民館 講堂 

対 象：６５歳以上    参加費：無料     

定 員：20 名 (先着順)    申込み：必要 

申込先：美和台公民館 

（℡607-0294・℻607-4342） 

  

       

《内容》音楽に合わせてからだを動かします。 

しっかり動いて運動不足を楽しく解消！ 

 

 

 

 

 

講  師 ： NPO法人 循環生活研究所  

日 時 ： ３月４日（火） 10:00～11:30 

場 所 ： 美和台公民館 講堂 

対 象 ： 成人         参加費 ： 無料   

定 員 ： １５名（先着順）  申込み ： 必要 

申込先 ： 美和台公民館 

（℡607-0294・℻607-4342） 

 
 

生ごみ堆肥で 

はじめての野菜づくり
 第 3回公民館運営懇話会を下記のとおり開催

いたします。傍聴を希望される方は１５分前
までにご来館下さい。 

日時：３月１７日(月) １４:００～ 
場所：美和台公民館 地域団体室 

   議題：主催事業報告 

 

公民館運営懇話会のお知らせ 

 

（掲載内容についてのお問合せは、午後５時までにお願いします） 

みわだい文庫からのお願い 
 

本の入れ替えをしますので、総合図書館

の本（バーコード入り）を借りている方は、

3月末までに返却してください。 

 

全 館 清 掃 を 行 い ま す 

 

３月２０日（木・祝）は 

全館清掃のため公民館の 

利用は出来ません。 

≪第 2部 サークル説明会≫  １１：３０～１２：００ 

対象者：公民館サークル代表者 

【内容】新年度のサークル開講にあたり、活動するうえでの心得について説明いたします。 

 

《内容》 いまさら聞けない LINEの便利機能や技を 

高校生がやさしく教えてくれます♪ 

新しい発見があるかも？ 
 

講  師 ： 立花高等学校 情報パソコン実技班 

日 時 ： ３月１４日（金）10:30～11:30 
場 所 ： 美和台公民館 講堂 
対 象 ： 成人（高齢者大歓迎！）        

定 員 ： 10名（先着順） 

参加費 ： 無料     

申込み ： 必要 

申込先 ：美和台公民館（℡607-0294・FAX607-4342） 

持ってくる物 
 

LINEアプリが利用

できるタブレットか 

スマートフォン 

 スマホLINE 講座～基本知識を学ぼう～ 

サークル開講式  ４月５日（土） 

 

 

≪第 1部 記念講演会≫ １０：００～１１：３０ 
 

【内容】 「自分」という存在が「だれか」の支えになっている。 
日常生活を送る中で、あまり実感することのない、自分という存在の尊さ。 
私がいることでだれかの希望となり、こころの支えになっている。 
今、自分が生きていることの価値というものを、実体験を通して届ける。 
己の人生を振り返って深く考える時間を提供したい。 

 

講師：手笛奏者 

なかしま 拓さん 

 

【講師紹介】 
福岡市博多区出身。１９９５年１２月４日生。 
「手」から奏でるとは思えないふくよかな音色を操り、
感動と癒しを届ける。 
１５歳の時に、貧困からお金のかからない手笛を開始。 
２０歳の時にストリートライブでのチップで学費を払う
生活を行う。徐々に人々の目に留まり、現在では国内
外問わず活躍するアーティストへ。CDの売上の一部を
ひとり親家庭支援に充てる活動も行っている。 



 


